
事例１４ ＩＣＴ端末を活用し、意見や考えを収集し、共有、可視化を効果的に行った事           

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 

・生徒の生活体験を振り返る場面 

・集めた考えや意見などを整理する場面 

・学習の成果を共有する場面 

 

１ 題材名 「自立した消費者になるためにできることは何だろう」  

     内容Ｃ ⑴ア(ｱ)(ｲ)イ ⑵アイ 第２学年 
 

２ 題材について 

⑴  生徒について 省略 

⑵  題材について 

本題材は、「Ｃ消費生活・環境」の(1)(2)ア及びイに関する題材である。課題をもって、持

続可能な社会の構築に向けて考え、工夫する活動を通して、消費生活・環境に関する知識及

び技能を身に付け、身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養い、身近な消費

生活と環境について工夫し創造しようとする実践的な態度を育成することをねらいとしてい

る。情報化が進む現代においては、販売方法が多様化し、中学生が消費者トラブルに巻き込

まれているケースも少なくない。本題材では、生徒が身近な消費生活に関心をもち、賢い消

費者として自立するための知識や判断力を身に付けることを目指し、生徒自身の消費行動を

振り返り、学んだ知識や技能を具体的な場面で活用することをイメージしながら学習を進め

られるよう工夫する。また、中学生自身の消費者トラブルの経験を踏まえた事例を取り入れ、

自分事として考えられるようにすることで、学習への意欲が高まると考える。 

 

⑶  指導について 

現代のキャッシュレス化の進行や消費者被害の低年齢化に伴い、消費者被害の回避や適切な

対応が一層重視されることから、売買契約の仕組みと関連させて消費者被害について取り扱

う。さらに、持続可能な社会の構築に向けて、消費生活と環境を一層関連させて学習できる

ようにし、消費者教育の推進に関する法律（消費者教育推進法）の定義に基づく消費者市民

社会の担い手として、自覚をもって環境に配慮したライフスタイルの確立の基礎を培う。指

導に当たっては、中学生に身近な商品や消費者被害を取り上げるなど消費行動と関連を図っ

て扱うよう配慮する。 

また、消費生活や環境問題の当事者であるという意識をもち、家庭や地域で実践する意義に

ＩＣＴ活用の利点 

① 多様な意見や考えを効率的に収集できることを生かして、共同編集等を活用して、個人やグ

ループの考えを共有したり、学級全体の意見やアンケート結果を図などで共有、可視化した

りすることができる。 

② 授業場面に合わせた資料、画像や動画の提示をすることができる。 

〇学年   第２学年 

〇主な内容 内容「Ｃ 消費生活・環境」⑴金銭の管理と購入 ア(ｱ)(ｲ)イ 

 ⑵消費者の権利と責任 アイ 

〇事例のポイント 

① 情報の共有方法や学習内容の整理の仕方を工夫し、身近な消費者被害について、自分事とし

て捉え、興味や関心がもてるようにする。 

② 具体的な状況や場面を想定しながら、思考し、判断する場面を設定することで、今後の生活

で実践できる学びにする。 

 



ついて気付くことができるよう工夫する。自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響

について、自分や家族の消費行動が環境への負荷を軽減させたり、企業への働きかけとなっ

て商品の改善につながったりすることなどを理解できるようにする。その際、衣食住に関わ

る多くのものが限りある資源であり、それらを有効に活用するために自分や家族の消費行動

が環境に与える影響を自覚し、多くの人が行ったり、長期にわたって続けたりすることが大

切であることに気付かせる。さらに、自ら消費生活の在り方やライフスタイルの改善に向け

て、品質や価格などの情報に疑問や関心をもたせ、自身の行動が社会に影響を与えているこ

とを考えさせたい。なお、生徒によって家庭生活の状況が異なることから、各家庭や生徒の

プライバシーに十分配慮しながら取り扱うようにする。 

 

３ 題材の目標 

⑴ 購入方法や支払い方法の特徴、計画的な金銭管理の必要性、売買契約の仕組み、消費者被害 

の背景とその対応、消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及

ぼす影響について理解するとともに、物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理が適

切にできる。                                                      〈知識及び技能〉 

⑵ 物資・サービスの選択・購入、自立した消費者としての消費行動について問題を見いだして

課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するな

どして課題を解決する力を身に付ける。            〈思考力、判断力、表現力等〉 

⑶ よりよい生活の実現に向けて、金銭の管理と購入、消費者の権利と責任について、課題の解

決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し、実践しよう

とする。                               〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・購入方法や支払い方法の特徴

が分かり、計画的な金銭管理

の必要性について理解して

いる。 

・売買契約の仕組み、消費者被

害の背景とその対応につい

て理解しているとともに、物

資・サービスの選択に必要な

情報の収集・整理が適切にで

きる。 

・消費者の基本的な権利と責

任、自分や家族の消費生活が

環境や社会に及ぼす影響に

ついて理解している。 

物資・サービスの購入、自立し

た消費者としての消費行動に

ついて問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実

践を評価・改善し、考察したこ

とを論理的に表現するなどし

て課題を解決する力を身に付

けている。 

よりよい生活の実現に向け

て、金銭の管理と購入、消費者

の権利と責任について、課題

の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりし

て、生活を工夫し創造し、実践

しようとしている。 

 

５ 題材の指導と評価の計画（８時間扱い） 

〔１〕家庭生活と消費                               １時間 

〔２〕様々な支払い方法と計画的な金銭管理                     ３時間 

〔３〕消費者被害と消費者の自立                    本時１／２  ２時間  

〔４〕持続可能な社会                                ２時間 
 

  



小
題
材 

時 

間 
〇ねらい ・学習活動 

   評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

家
庭
生
活
と
消
費 

１ 〇自立した消費者として、

自分や家族の消費生活

について振り返り、問題

を見いだし、課題を設定

することができる。 

・これまでの生活の中で、

自分や家族の消費生活

を振り返り、生活に必要

な物資・サービスの購入

時に関わる問題点等に

ついて話し合い、消費生

活の課題を設定する。 

 ①物資・サービスの

選択・購入、自立

した消費者とし

ての消費行動に

ついて問題を見

いだして課題を

設定している。 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①金銭の管理と購

入、消費者の権利

と責任について、

課題の解決に主

体的に取り組も

うとしている。 

・行動観察 

・ワークシート 

 

様
々
な
支
払
い
方
法
と
計
画
的
な
金
銭
管
理 

２ 〇多様化した様々な購入

方法や支払い方法の特

徴について、理解するこ

とができる。 

・調理実習で扱う食材の購

入を想定し、購入方法の

特徴（店舗販売とネット

スーパーなどの無店舗

販売）についてまとめ、

それぞれの利点と問題

点を考え、話し合う。 

・食材の購入場面における

支払い方法（前払い、即

時払い、後払い）の違い

による特徴や、クレジッ

トカードによる三者間

契約と二者間契約の利

点と問題点について考

えて発表し合い、まとめ

る。 

①購入方法や支払

い方法の特徴に

ついて理解して

いる。 

・ワークシート 

・ペーパーテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②物資・サービスの

選択・購入、自立

した消費者とし

ての消費行動に

ついて考え、工夫

している。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

３ ○収支のバランスをはか

り、計画的に金銭管理す

る必要があることを理

解することができる。 

・模擬家族が生活するため

に必要な物資・サービス

を考える。 

・模擬家族の１ヶ月の家計

の収支のバランスをシ

ュミレーション（家計簿

アプリ等活用）するとと

もに検討し、各自の考え

をまとめ、グループで意

見を交換し合う。 

・話し合った内容をもと

に、限られた収入の中

で、収支のバランスをは

かるために、どのように

するとよいかまとめる。 

②計画的な金銭管

理の必要性につ

いて理解してい

る。 

・ワークシート 

 

事例のポイント② 

ＩＣＴ活用の利点① 

事例のポイント② 

事例のポイント① 



４ 〇物資・サービスの選択に

必要な情報を適切に収

集・整理し、情報を活用

して購入について考え、

工夫することができる。 

・冷蔵庫が故障してしまっ

た場面を想定し、購入に

ついて模擬家族で検討

し、発表し合う。 

・発表をもとに、物資・サ

ービスの選択に必要な

情報の収集・整理の方法

についてまとめる。 

③物資・サービス

の選択に必要な

情報の収集・整

理が適切にでき

る。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

 

 

③物資・サービスの

選択・購入、自立

した消費者とし

ての消費行動に

ついて実践を評

価したり、改善し

たりしている。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

②金銭の管理と購

入、消費者の権利

と責任について、

課題の解決に向

けた一連の活動

を振り返って改

善しようとして

いる。 

・行動観察 

・ワークシート 

 

消
費
者
被
害
と
消
費
者
の
自
立 

５

本

時 

○売買契約の仕組み、消費

者被害の背景とその対

応について理解するこ

とができる。 

・「契約クイズ」を通して、

契約への関心を高める。 

・日常生活の中で行われて

いる「契約」にはどのよ

うなものがあるか、考え

る。 

・事前に生徒が答えアンケ

ートアプリの結果をも

とに、中学生が遭遇して

いる消費者トラブルの

事例を共有する。 

・消費者トラブルについ

て、「Ｙチャート」及び資

料を活用してグループ

で解決策を話し合う。

（資料：国民生活センタ

ー「消費者トラブル解説

集」） 

・話し合いを踏まえ、売買

契約の基本要素につい

てまとめる。 

 

④売買契約の仕組

み、消費者被害

の背景とその対

応について理解

している。 

・ワークシート 

 

 

 

 

６ 〇自立した消費者として、

売買契約の仕組みと関

連させ、消費者被害を防

ぐ対応の仕方について、

ロールプレイングを通

して、評価したり、改善

したりする。 

・前時で学んだことを活用

し、消費者被害を防ぐ対

応の仕方について、ロー

ルプレイングの形式で

考え、実践を評価した

り、更なる改善策を検討

したりする。  

編 P125 指導計画作成の留意事項(2) 

事例のポイント① 

ＩＣＴ活用の利点① 

事例のポイント② 

事例のポイント① 



持
続
可
能
な
社
会 

７ ○消費者の行動が社会や

環境に与える影響につ

いて理解することがで

きる。 

・チョコレートの購入場面

を例としてあげ、資源や

環境への配慮、社会に及

ぼす影響などの観点か

ら話し合う。 

 

 

 

⑤消費者の権利と

責任、自分や家

族の消費生活が

環境や社会に及

ぼす影響につい

て 理解し てい

る。 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

④物資・サービスの

選択・購入、自立

した消費者とし

ての消費行動に

ついて課題解決

に向けた一連の

活動について、考

察したことを論

理的に表現して

いる。 

・ワークシート 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③よりよい生活の

実現に向けて、金

銭の管理と購入、

消費者の権利と

責任について工

夫し創造し、実践

しようとしてい

る。 

・ワークシート 

８ 〇自立した消費者として、

消費行動を考え、工夫す

ることができる。 

・「持続可能な社会の構築」

などの視点から、環境や

社会のために自身がす

ぐにできることを考え、

計画を立てる。 

・グループで発表し合い、

計画を見直す。 

 

６ 本時の学習指導（本時５／８時） 

⑴ 目標 売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解することができる。 

              〈知識及び技能〉 

⑵ 展開 

時 

間 
学習活動 

指導上の留意点（・）評価規準（◇） 

【評価の観点】（評価方法） 手立て（→） 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１「契約クイズ」に取り

組み、契約への関心を

高める。 

 

 

 

 

 

 

２ 日常生活の中で行っ

ている契約にはどのよ

うなものがあるか、考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「この時、契約は成立しているか？」を考えるクイズを数事例提示し、

生徒の関心を高める。 

 クイズ例：〇スニーカーを店で１週間お取り置きしてもらう。 

〇フリーマーケット会場で、当初３、０００円と言われた

Ｔシャツを値切り、２、５００円になったので「買いま

す！」と言った。 

      〇引っ越しをする友人に、「使っていないテレビをあげる 

よ」と言われ、「ありがとう、うれしい！」と言った。 

       

・中学生が行っている契約には何があるか問いかけ、身近に感じている

例を挙げられるようにする。（例：コンビニでの買い物、インターネ

ットショッピング、ゲームの課金、友達との口約束 など） 

・消費者被害の背景については、消費者被害が消費者と事業者の間にあ

る情報量などの格差によって発生することを理解できるようにす

る。 

・インターネットの普及やキャッシュレス化の進行により、目に見えな

いところで複雑な問題に巻き込まれやすくなること、被害が拡大し

やすいこと、被害者の低年齢化により、中学生も被害者になりやすい

ことに触れる。 

・通信販売には、クーリング・オフ制度が適用されないことに触れる。 

 

ＩＣＴ活用の利点② 

事例のポイント② 



５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

３ 事前に生徒が答えた 

「買い物で失敗したこと

や消費者トラブルにあ

った経験」（Google フ

ォーム）を共有し、中

学生が遭遇している消

費者トラブルの事例を

共有する。 

 

 

４ ３で共有した消費者 

トラブルを防ぐ方法に

ついて、思考ツール「Y

チャート」及び資料を

活用し、グループで話

し合い、共有する。 

 

 

 

 

５ ３で話し合った内容 

を踏まえ、売買契約の

基本要素についてまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返

り、次時の授業につい

て知る。 

・ワードクラウド作成ツールを活用し、生徒の意見を可視化する。 

・事例を「契約の成立」と結び付け、消費者トラブルを防ぐためにどう

したらよいか問いかけ、本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・「Y チャート」の３つの領域に「契約前の行動」「契約時の問題点」「契 

約後の対応」を設定し、それぞれの視点から意見を出し合い、思考を

深める。 

・国民生活センターの「消費者トラブル解説集」を紹介し、考える資料 

としての活用を促す。 

 

・消費者被害にあった場合の対応について、保護者など身近な大人に相

談する必要があることに気付くようにする。 

 

 

・「契約」は法律に則ったきまりであること、売買契約が成立するため

には買い主及び売り主の合意が必要であること、既に成立している

契約には法律上の責任が伴うため、消費者の一方的な都合で取り消

すことができないことを理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時において、消費者被害が発生する背景や被害を回避する方法につ

いて、ロールプレイング形式で考えて発表し合いながら実践的に学

ぶことを知らせる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し

ている。【知識・技能】（ワークシート） 

おおむね 

満足できる 

状況（Ｂ） 

・売買契約の仕組みの基本要素、契約に関連した行

動、問題点や対応についてワークシートにまとめ

ている。 

→話し合いの内容や板書をもとに本時の学習を共に

振り返り、ワークシートにまとめられるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 「契約」について学び、消費者トラブルを防ぐための 

方法を考えよう 

編P125指導計画作成の

留意事項(2) 

ＩＣＴ活用の利点① 

ＩＣＴ活用の利点① 

事例のポイント① 



７ 学習評価の具体例 

≪ワークシート≫ 

（第５／８時（本時）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まとめ～消費者被害が起きてしまうのはなぜでしょうか？また、その前に防いだり、解決し 

たりするためにはどのように対応したらよいかをまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

消費者被害が起きてしまうのは、消費者である私たちが契約書や説明書をよく確認していないことが原

因として挙げられます。そのため、契約したり、買い物をしたりするときに、分からないところは相手に質問

して、契約の内容についてよく確認します。それでも解決が難しい時には、大人に相談します。 

【知識・技能④】 

（売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解している。） 

※「十分満足できる」状況（A）と判断した生徒の具体的な事例 

消費者被害は、消費者と事業者の間にある情報量の差によって発生している。そのため、消費

者と事業者が対等な立場で結んだ売買契約であるかどうかを判断することが大切である。それ

でも判断が難しいときは、身近な大人や消費生活センターに相談する。 

消費者の被害とその対応について、売買契約の仕組みと関連させて十分に理解ができて

いる。そのため、（B）を上回る（A）と判断した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※絵図はクラウドデザインツールにより作成 

８ 指導の実際 

事例のポイント①（第５・６／８時） 

情報の共有方法や学習内容の整理の仕方を工夫し、身近な消費者被害について、自分事として

捉え、興味や関心がもてるようにする。 

 

（第１～８／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎時間の授業において、自分

事として捉え、興味関心をもっ

て取り組めるよう、毎時間の学

習内容を自分自身で振り返り、

学習の成果を実感できるように

する。 

「自立した消費者とは」とい

う本質的な問いを学習前と学習

後に行い、毎時間の学習の記録

を残し、蓄積していく。 

記述内容を毎時間教師が確認

することで、授業改善を図った

り、次時の授業へ向けたフィー

ドバックにつなげたりできる。 



（第５／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第５／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事前のアンケート回答の際にプレゼ

ンテーションソフトを使った思考ツー

ルを活用してもよいとすることで、消

費者被害について、これまでの生活経

験による知識とこれからの学習を結び

つきやすくし、自分事として捉えられ

るようにする。 

 

国民生活センターの「消費者トラブル解説集」を紹介する際に、消費者被害のカードを作成

し、紙媒体と電子データーで配布をして共有する。これにより、消費者被害の様々な場面を想

定する際に、インターネット上の資料を直接閲覧するだけでなく、自分の生活に結びつきやす

い関心が高い資料を選択して考えることができる。 



事例のポイント②（第２・３・４／８時） 

具体的な状況や場面を想定しながら、思考し、判断する場面を設定することで、今後の生活で

実践できる学びにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第７／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬家族を想定して、金銭管理

についてのシミュレーションをす

る。そこで、具体的な家庭の事情

の例を設定した。 

 

例）冷蔵庫が大きな音を出してい

る。通勤や通学のために使ってい

る自転車のブレーキが壊れそうで

ある。通学用のポロシャツが古く

なってきている。 

 

チョコレートの購入

場面を例としてあげ、

資源や環境への配慮、

社会に及ぼす影響など

の観点から話し合うに

当たり、ヒントカード

を用意する。 

これを場面に応じて

選び、使用することで、

生徒一人一人が具体的

な場面を想定しやすく

する。 

 



ＩＣＴ活用の利点① 

多様な意見や考えを効率的に収集できることを生かして、共同編集等を活用して、個人やグル

ープの考えを共有したり、学級全体の意見やアンケート結果を図などで共有、可視化したりする

ことができる。 

（第３／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第５／８時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※テキストマイニングツールによる分析  

エクセルや家計簿アプリ等を使っ

て金銭管理についてのシミュレー

ションをすることができる。ま

た、グループ活動では、共同編集

機能を利用して、クラス全体での

共有がしやすくなる。 

 

消費者トラブルについて確認

し、生徒一人一人の経験を授業に

生かす。生徒の回答をテキストマ

イニングで分析することで、共通

の課題が見えてくる。これをもと

に落ち着いて状況を判断すること

に気づき、解決方法について、調

べたり、考えやすくしたりするこ

とができる。 



ＩＣＴ活用の利点② 

授業場面に合わせた資料、画像や動画の提示をすることができる。 

（第７／８時） 

 

チョコレートの購入場面について

考えるにあたり、Ａ～Ｃの３つの会

社を想定した。これらの情報をこま

めに配布し、最後に３社の比較がし

やすくなるように生徒の実態に合わ

せて資料の活用ができるようにし

た。 


